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天空率の基本的な考え方と

東京都方式：JCBO（横浜市方式）

実践における比較例

morimoto
タイプライタ
天空率の最新情報は、https://www.com-sys.co.jpを参照して下さい。

https://www.com-sys.co.jp


2

a

c

b

A

B

＊ 斜線規制（高さ制限）は規定勾配による高さ制限内に建築物高
さを制限する事により通風：採光を確保する事を目的とします。

斜線規制（高さ制限）の問題点

斜線規制の場合は単に高さを制限する事により道路：隣地の通風採光
を確保する。その場合、下図の敷地内に空地をより多く確保した2案では
その空地から通風、採光が確保されると思われるが斜線規制では１,２
いずれの計画においても斜線勾配で建物の高さが制限される。
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１ 天空率で斜線規制を適用除外する意味

天空率の基本

天空率比較へ高さ制限から

ｃ

天空率比較は高さ制限に適合する建築物とその区分内にある計画建築物の天
空率を比較します。敷地内空地（空間）A,Bを天空図に展開した面積a,bの合計
がｃ（高さ制限不適合部）より大きい場合、計画建築物の天空率が大きくなる。

天空率 RS=（As-Ab)/As×100%

Ｃ

算定位置は端部を道路境界の対側で道路境界に最
も近い位置に設置しその間に道路幅の半分以下の
均等間隔で配置される。その全ての算定位置で天
空率比較を行い計画建築物の天空率が適合建築
物より大きい場合高さ制限が撤廃される。
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2 行政区毎に異なる道路入り隅部の適合領域
入り隅部の適合領域の作成法は東京都方式とＪＣＢＯ方式（横浜市、仙台市、名古屋市、大阪市、
豊中市）など行政区毎に処理法が異なります。ＴＰ－ＳＫＹでは行政区分を指定する事により自動
作成します。

3 行政区毎に異なる隣地越えの道路算定線長さ
東京都方式では基本的に当該道路境界点間を道路境界幅（同一区間設定可）とし隣地越えの算定
線を発生しません。横浜市、名古屋市などＪＣＢＯ方式では道路斜線有効距離の範囲までの幅を道
路境界幅とし算定線を発生します。大阪市では敷地全体を法楽する幅に算定線が発生します。

入り隅角を2等分しそれぞれの道路境界からの適合領域に加えて適合領域を作成します。ただし各算定
位置から当該道路境界線（窓）越しの可視範囲を適合領域とします。算定位置毎に異なる適合領域をＴＰ
－ＳＫＹでは自動作成し天空率比較を行います。

東京都方式

横浜市、大阪市方式

入り隅道路は同一区分として入り隅部にすり鉢状
に適合領域を作成します。算定線は入り隅部の有
効距離を保つべくたすき状に発生した全算定線を
均等分割します。

豊中市、枚方市方式

入り隅角が120度以内の場合入り隅
角を2等分しそれぞれの道路適合領
域と合成します。東京都方式との違
いは適合領域区分は同一で設定さ
れます。算定線は半分の角度まで
たすき状に作成します。

入り隅部は外壁後退の狭い道路境界を延長した範囲を適合領域とします。他
方の道路境界はその他の面する領域を適合領域として区分します。

名古屋市方式

東京都方式 横浜市、名古屋市、豊中市 大阪市方式
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4 行政区毎に異なる天空率解析結果

入り隅部の適合領域は指定都市方式で大きく異なります。その為天空率計算結果も異なります。本例の東京都方式では当
該道路境界、右端の空地のみが入り隅部の高さ制限を越えた建築物の面積と比較されます。その為空地が算定位置より最
も遠い左端の算定位置ではＮＧとなります。最下段の赤枠は適合建築物の算定位置からの可視範囲です。可視範囲の天空
図上の面積が小さい場合天空率が上昇します。計画建築物はそれ以下に形状カットし天空率を大きくする必要があります。

東京都方式 横浜市：大阪市方式
仙台市方式
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ＴＰ－ＳＫＹによる

東京都方式とＪＣＢＯ方式による天空率実践処理例（道路編）

①

②

③
④

⑤

④

＊ＴＰ－ＳＫＹは2以上の道路を有する場合、132、134条より区分区域および算定線を行政区の指定方式で自動作成します。

②道路幅の異なる道路の入力

天空率の算定ポイントは道幅が異なる場合においても道路対側の境界線上に設定されます。

③屈曲道路の扱い

東京都方式では道路対側の任意の2点間が１ｍ以内の屈曲度の場合1区間にまとめる事が可能になります。ＪＣＢＯ方式（横浜、
名古屋市)では120度以上240度以内の場合同一区間に設定可能です。
④隣地超えの道路の算定線
東京都方式では隣地超えの算定線は発生しません。ＪＣＢＯ方式（横浜市、名古屋市）では有効距離の範囲にある適合領域の
幅全域に算定線を発生します。

⑤入り隅状道路の処理法（東京都方式とＪＣＢＯ方式で処理法が大きく異なります。）

東京方式では入り隅角を2等分しそれぞれの道路境界の区分に加えた適合領域を作成します。さらに各算定位置から前面道路
をとうした可視範囲を適合領域として区分します。ＪＣＢＯ方式の場合いり隅は同一の区分として設定され入り隅部はすり鉢状に
設定されます。算定線は有効距離を保つ様に入り隅部を円弧状に作成し他の境界と接続します。

⑥2以上の前面道路を有する場合132（134）条で区分される領域毎に天空率比較を行います。

2以上の区分区域は132条で明確に区分されます。ただし③④⑤で解説しました方式の違いにより区分区域の大きさ算定線の長
さが異ります。行政区の指定方式により天空率処理の有効性が異なります。

⑥

①高低差を有する道路
高低差は平均地盤との高低差を敷地境界で入力する事によ
り地盤より低い位置に算定位置が発生する場合、地盤を自
動配置します。1m以上の高低差を有する場合、算定位置は
h-1/2の緩和を自動処理した位置に発生します。
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①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

東京都方式による区分区域
および算定線の自動発生 P5のポイントは-2.86ｍの入力値か

ら、（2.86-1）/2＝0.93 -2.86ｍ-0.93
＝-1.93ｍを自動処理。各算定位置
で高低差が1ｍ以上ある場合は自
動処理します。
入り隅部端まで延長された算定線
は入力された高低差から自動算出
します。

横浜市方式に
よる区分区域
および算定線
の自動発生

①

②

③

④

⑥

⑦

⑧
⑨

⑤

横浜市方式では隣地越え、有効
距離内に適合領域算定線が発
生する為に最大幅員②の領域、
道路中心10ｍの④の領域が東
京都方式と大きく異なる。

また道路中心10ｍ内の西側4ｍ
道路区分に南側6.5ｍからの有
効距離内にある⑨の領域が発
生するのがJCBO方式（横浜市：
大阪市）の特徴です。

道路算定位置が平均地
盤より低い場合適合建
築物区分、計画建築物
の下面に地盤が自動配
置されます。
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東京都方式最大幅員による区分区域と
算定線

①最大幅員の領
域：算定線幅は
下側、隅切り部
においては他方
の隅切り端に垂
直で上側は隣地
超えなしで境界
端に垂直に交わ
る交点まで延長。

③最大幅員から2倍の距離の範
囲内の領域の為、最大幅員
13.5ｍ幅が適用される

①

②

③

道路境界条件で平均地盤からの高低差を
入力する事により、平均地盤より低い位置
に算定線がある場合、地盤を自動設定しま
す。高低差の緩和ｈ-1/2の緩和は自動処理
し適合領域も異なる勾配面を同一区間で自
動作成します。

東京都方式の場合隣地超えの区分および
算定線が発生しません。屈曲した道路境
界は「同一区間設定」で１区分とされます。

②幅員6.5mの道路中心
から10ｍを超えた最大幅
員13.5m幅の範囲。奥行
きは当該境界の外壁後
退を考慮した有効距離の
範囲。
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東京都方式道路中心10ｍの区分区域と算定線

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑧⑨道路中心10ｍの範囲内における6.5ｍ道路中心10ｍ範囲区分区域：入り隅で
屈曲度が１ｍを超える為、東京都方式では同一区間の設定が規定では不可です。
その為⑨の区分では斜線規制を超える面積分の空地が確保できずＮＧです。最
適外壁後退距離を算出しさらに逆天空率計算を行い効率的に建物をカットし天空
率差分を確保します。

⑦道路中心10ｍの範囲内にお
ける上下の道路幅の2倍までの
影響外の４ｍ道路幅による区分
区域。この領域は最適外壁後退
距離計算を行いＰ４２から適合

建築物の可視範囲を広げる事に
より適合建築物の天空率を引き
下げ必要差分を確保します。

⑤道路中心10ｍの範囲内におけ
る6ｍから2倍の範囲内における4
ｍ道路側からの6ｍ道路幅による
区分区域。

⑥道路中心10ｍの範囲内における6.5ｍから2倍の範
囲内における4ｍ道路側からの6.5ｍ道路による区分
区域：この領域には計画建築物が無い為に天空率の
比較は行われません。

④最大幅員から２A
を超えた道路中心10

ｍの範囲
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JCBO横浜市方式最大幅員
による区分区域と算定線

①

②

③

左図は最大幅員から2倍の範囲内（隣地超え）と道路
中心10ｍの範囲を超え有効距離の範囲までが13.5m
幅の区分区域③に設定されます。この事例では隣地
を越えた領域に大きな空地が存在する事となり天空率
の処理において有効です。（東京方式と区分比較する
と明快。）

右端の適合領域側面が
東京方式と異なり、隣地
を越えた有効距離まで
の幅まで延長されます。

13.5mの道路側から2倍（２A)の範囲
にある為に13.5ｍ幅で適合建築物
が作成されます。東京都方式、
JCBO方式ともに同様に算定線、適
合領域が作成されます。
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ＪＣＢＯ横浜市方式道路中心
10ｍの区分区域と算定線

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑤算定線は隣地を
越え有効距離の幅
で発生します。東
京都方式との違い
に着目

⑦の区分は東京都方式と同じ区
分算定位置が設定されます。区
分の両端に空地が無い為、「最適
外壁後退距離」でクリアーする外
壁後退距離を算出します。

⑧の入り隅は東京都方式では同一区間の設定が不可でした。横浜市方式（大阪市方
式）では入り隅状の道路境界は同一区間の設定で処理します。その為区分区域左側
の空地が天空率の処理上有効に機能します。入り隅部の算定線は右上の図で示す
様に入隅部適合領域有効範囲を円弧状（たすき）に作図しその長さも含めた算定線
全長を道幅の半分以下の均等ピッチで算定位置を確定します。

⑨この領域は横浜市、大阪
市において規定される区分
で道路中止10ｍ範囲内にお
いて6.5ｍから有効距離内に
ある⑦の4ｍ道路区分をさら
に区分し6.5ｍ側からの勾配
で比較します。

⑥道路中心10ｍの範囲内における
6.5ｍから2倍の範囲内における4ｍ
道路側からの6.5ｍ道路による区分
区域、横浜市では有効距離まで東
京は4ｍの2倍までの違いに注意し
ます。

入り隅部の算定線はたすき状に結
線し算定位置はその箇所も含めた
全長を道幅の半分以下の均等間隔

で発生します。

④横浜市方式では
算定線が隣地を越
え有効距離の幅で
発生します。
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この事例は最適外壁後退距離計算を行い、P42の位置における適合建築物の天空率が最小になる位置を算出します。算出された外壁後退距離で天空率計算を行い差分を比較す
ると0.132％計画建築物が上回る結果となり建物形状を変更する必要がありません。外壁後退距離が狭くなった為に適合建築物の天空図上の幅が大きくなり天空率が低下している
事がわかります。（外壁後退距離が変更された為、４ｍ側にも最大幅員区分が発生した為に算定ポイントNOは54に増加しています。）

TP-SKYでは「最適外壁後退距離」で適合建築物の天空率
が最小になる外壁後退距離を算出する事が可能です。

最適外壁後退距離の算出
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逆天空率で建物幅を必要最小限カットし天空率をクリアーする手法

天空率が最小になる位置を「最適外壁後退距離」で算出します。その事によりNGの場合においても
差分が最小の値になります。その上で「逆天空率計算」で最小限度の天空率差分（安全処理作図を
した三斜求積の差分が0.02％を確保可能な0.05％）になるまでカットします。その為最小限の建物
変形で天空率をクリアーする事が可能になります。

＊三斜求積の安全作図とは適合建築物において外接、計画建築物では内接の安全考慮の作図誤
差が求められます。それぞれの安全率作図を0.01％とした場合、両方で0.02％の安全率誤差が作
図上最低限必要になります。さらに最終桁の丸めで生ずる安全率を0.01％見込むと通常処理にお
いては最終的差分0.02％を加えて0.05％の安全率を見込む必要があります。（申請資料作成編：三
斜求積を参照）

＊逆天空率計算は上記の幅カットの他、高さ斜面カット、階高単位の幅カットなどの機能があります。

逆天空率で天空率をクリアーする
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東京都方式による天空率実践処理例（隣地 編）

この隣地は出隅です。一般的には出隅の場合隣地境界線毎に比較されます。東京都方式における入り隅部の適合領域は道
路と同様に入り隅角の半分までを当該の隣地境界区分に含めて適合領域とします。ただし算定位置毎に当該の隣地境界線
を通した可視範囲を適合領域とします。この事例の場合入り隅側の隣地境界は右側に空地が無い為、ＮＧとなります。

東京都方式

屈曲度が1ｍ
以内の為、同
一区間設定を
おこなう。

対策

東京都方式の場合隣地においても屈曲度1ｍ以内の場合同一隣地区間として区分する事が可能です。上図でも確認され
る様に同一区間に設定すると敷地右端道路側に空地分が見込める様になります。

＊隣地において同一境界区分が可能な行政区は東京都の場合だけです。他の行政では事前に確認の必要があります。
隣地の算定線は同一区間の場合でも接続して処理しないのが東京都の処理法です。

入り隅がある場合、適合領域は算定位置毎に当該の隣地境界を
通した可視範囲で確定します。その為、もっとも入り隅側に近い算
定位置では入り隅を適合領域に区分しません。
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ＪＣＢＯ横浜市方式

ＪＣＢＯ大阪市方式

入り隅の処理法はJCBOを採用する都市の規定により異なります。
横浜市方式では、入り隅を含む隣地境界は入り隅範囲までを当該
の隣地境界区分に加えて適合領域をします。入り隅角が90度以内
の場合、でさらに鋭角になるとその領域は当該の隣地境界から大き
く回りこむことになります。仙台市、名古屋市においては当該の延長
上を最大として区分します。横浜市では全域で高さ制限が適用され
る為、隣地において天空率は利用されません。その為、TP-SKYで
は90度以内の入り隅の場合でも他のJCBO方式同様算定線の延長
までを最大として処理します。

大阪市方式では領域は東京都同様入り隅角の半分までを適合領域
とします。東京都方式との違いは適合領域は算定位置によらず一義
的に確定します。算定線は入り隅角半分までを円弧状に設定します。
さらに円弧は5度の角度指定があります。この事例で大阪市方式で
は空地が両サイドに無い為に右端の算定位置でＮＧになります。

隣地において
は一般的に出
隅の境界は左
図の様に隣地
境界線に垂直
に切断された
適合領域を設

定します。

ＪＣＢＯ方式による天空率実践処理例（隣地 編）



15

申請資料の作成法 （東京都方式）

１ 天空率および天空率差分一覧

最大幅員の区分区域

申請図を作成する際に注意するのは本例の様な2以上の前面道路を有するケースです。天空率の区分区域は132条により一義的に確定しま
す。区分区域が132条の解釈に合致するか否かを示す必要があります。その為に「最大幅員による区分」および「道路中心10ｍ区分区域」に
分けて作成する事を推奨します。ＴＰ－ＳＫＹでは差分グラフを自動表示し各区分区域における最も差分の少ない算定位置を確認できる様に
作図します。

＊赤字および赤線（破線）では、２Ａの領域、２Ｂ、有効距離、外壁後退距離を確認する
為に自動発生した区分および算定線の領域に書き込みを行っております。（推奨）
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道路中心１０ｍ区分区域
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2 天空図一覧
天空図の一覧を作図します。前項の天空率および差分一覧に加え全ポイントにおける天空図を適合、計画の順に自動作図します。

＊この一覧を眺めると左側の適合建築物の天空図上の面積が明らかに大きい事（天空率が小さい）がわかります。
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3 区分区域毎の天空率検証
本例では東京方式で道路において9区分、隣地において5区分合計14区分の検証を行う必要があります。一般的に各区分の最
も差分の少ない算定位置での検証資料が要求されます。本例では最大幅員の区分のみの資料を提示します。

各算定位置におけるGLからの
高低差一覧（H-1）/2の処理後
の数値

差分が最小のP5における断
面位置では計画建築物が存
在しない為にP4の位置の断
面の表示を行い。適合建築
物が高さ制限に適合する事を
確認します。

傾斜が1ｍ以上ある場合に
は勾配が異なります。
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4 天空図作成根拠をRcos（仰角）で表現

適合建築物計画建築物それぞれ作成します。

天空図を構成する建物頂点の「建築物高さ」と算定位置から「測定点ま
での距離」（底辺）より仰角＝ArcTan(高さ/底辺）を算出します。さらに
半径100ｍｍの天空図におけるCos(仰角）分の距離を表示します。天
空図上の天頂から建物点までのその距離を測定する事により天空図
が正確に作図されている事を確認します。

＊Rcos（仰角）により
算出された距離は審
査機関において図面
上で確認します。本
例では設計者が確認
の為に書き込みを
行っています。
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この機能を使用する事により天空率に影響
を及ぼす建物ブロックを確認する事が可能
です。
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5 三斜求積で天空率計算を行う

天空率計算は天頂側から建物上部で三斜求
積を行い、建物幅（扇形）全体の面積から三
斜求積された面積を差し引きし建物面積を算
出し天空率計算を行います。三斜計算を行う
際に適合建築物は外接（建物の内側まで斜
辺を延長）で作図し建物側の面積を小さめに
算出します。計画建築物の場合内接（建物側
の面積を大きめに）作図します。その結果三
斜計算による天空率は適合建築物の場合、
実天空率より大きくなり、計画建築物では小さ
くなります。その安全作図をそれぞれの天空
率変動で確認後、天空率差分において計画
の天空率が0.02％以上大きい事が斜線規制
が撤廃される条件となります。

＊三斜求積の作図精度が最終の天空率の可否を決定します。
TP-SKYでは高精度な三斜求積図が自動作成されます。
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＊ 大阪市では天空図を構成する全頂点の座標を提示します。座標は算定位置を原点とし、適合建築
物の座標数は計画建築物の座標数以上が要求されます。さらにその境界を座標軸に設定します。ＴＰ
－ＳＫＹでは天空上の頂点のＯＮ，ＯＦＦ座標出力（Ｅｘｃｅｌファイルを含む）の出力を効率的作成します。
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天空率計算を行うとバルコニーの下面の分
天空が大きく評価され計画建築物の天空率
が大きくなります。

三斜求積による確認

＊ TP-SKYではバルコニー廊下等の下面から天空を眺める事が可能な場合も三斜求積は自動処理します。




